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＜連絡事項＞

・物品設備の破損・修繕依頼伝票の記載時に状況報告に合わせて「どうしてほしいのか」のかも記載してください。
・勤務調整のため、2/7準夜チーフが小泉Nsから西村Nsへ変更となります。

＜患者様連絡事項＞

・晴山　長司様～臀部のただれがあることから馬渡Drへ報告し、アズノール1本処方となっている。

・上條　京子様～本日よりアルブミン25％　50ml　2回/日へ変更となり、2/2まで処方となっている。採血施行指示あり、施行している。点滴は内容変更となり、2/3　8時まで処方となっている。

＜隔離入室患者様・身体拘束実施患者様ケース検討＞

・畑中　成夫　様～20：00～翌6：00の時間隔離中。

　　　　　　　　　くしを借りに来詰するも、すぐに返しに来たり、持って行ったりを繰り返している。他者とのトラブルなし。

引き続き、幻覚妄想状態による他者への暴力行為に注意しながら、所在の確認を行い状態に合わせた環境の調整や処遇検討を行っていく。

・五十嵐　恵子様～20：00～翌8：00の時間隔離中。

　　　　　　　　　目を離すと他室侵入あり、私物を弄ったり迷惑行為がみられている。

　　　　　　　　　トイレの要求あるも行かずに尿失禁あり。入浴は一部介助にて実施。

引き続き、不潔行為や認知症周辺症状の観察を行い、日常生活援助を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。

　　　　　　　　対応穏やかに過ごされている。入浴も問題行動無く実施されている。

引き続き、幻覚妄想状態の観察と病状評価を行いながら、症状改善に向け介入行っていく。

・長谷川　陽一様～終日隔離中。

　　　　　　　　　朝食時に牛乳を隠して、「付いてないからよこせ」と要求が聞かれている。「西病棟にかえせ」など聞かれて壁蹴りあり介入している。
精神状態が鎮静化できる様、担当医への情報提供をしながら介入していく事としている。
・中居　松男様～深夜帯にて終日隔離開始となっている。

　　　　　　　　日中は穏やかに過ごされている。「眠れない」と泣く事あり。

　　　　　　　　テッシュを細かく裂いて食べる事あり介入をしている。

　　　　　　　　引き続き、精神状態と身体観察を行っていく。

・晴山　長司様～身体拘束中。

　　　　　　　　朝・昼食は牛乳のみ摂取されている。介助にて入浴実施。

　　　　　　　　入浴後は「気持ちが良かった」と話されている。「オーイ・オーイ」

　　　　　　　　と呼ぶ事もあるが浅眠されている。

引き続き拘束部位の循環障害の観察を行うとともに早期解除にむけて検討していく事としている。

＜要注目患者様ケース検討＞

・林碕　信子様～「イライラすると、攻撃する事もある」と話されているも、粗暴行為などなく疎通も良好。他者とのトラブルや拒薬や拒食なく過ごされている。眩暈の訴え聞かれているが、歩行の不安定さない。

・上條　京子様～朝は覚醒状態悪く、食事不食。10:00頃より開眼され、声掛けにも返答している。内服は粉砕し、対応している。昼食はヨーグルトのみ摂取される。37.0℃台の微熱みられている。酸素7Ｌ流入にて酸素飽和濃度95％以上キープすることできている。酸素マスク外した際、一時的に酸素飽和濃度80％台への低下あり。

・澤野　照明様～朝食時、覚醒状態悪く、不食。昼食は介助にて全量摂取。内服もできている。本朝5:00より排尿ないため、馬渡Drへ覚醒状態不良であること、食事摂取量を報告。水分を促し、夕食の摂取量が少なければ報告するように指示受けている。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・藤井　崇史様～妄想発言など聞かれず、落ち着いて過ごされている。

　　　　　　　　1/29　父様と本人・主治医で面談実施。父様が「退院すると、殺される」と話されている。本人が退院したら「殺しません」と一筆書いている。

　　　　　　　　今後、面談は未定。

・高橋　伸治様～特に変わった様子なく経過している。夜間睡眠、食事摂取の状況も良く、

　　　　　　　　幻聴などの精神病性症状もないと思われる。時々、テレビを観ながら小声で独語をしていることはみられている。番組内容に対する突っ込みであると本人は話している。情動面でも穏やかである。

・吉島　知寿子様～気分症状の躁状態・うつ状態ともなく経過している。夜間睡眠、食事　　

摂取状況も良く、服薬での過鎮静もないようでいる。

先日、夫に電話した所「お前にはもう会いたくない」と言われてとりつくしまもなかったと話されている。夫様は離婚届けを出すと話されているらしい。まず、退院（措置解除）して、アパートなどの住居を探す事から始まるが、預貯金についてはもっているという。

・林嵜　信子様～H27.1.29　16：00、一次鑑定、二次鑑定にて要措置と判断され、保　

健所職員と共に当院受診。「うつ病と言われたが納得いかなくて薬を飲まなかった」等、多弁気味に話している。東Aユニット10号室へ入院となる。

入院時の拒否なく、独歩にて入院。バイタルサイン異常なし。表情険しくさせ、病棟内を見回している。

精神症状の観察や日課の取組状況、睡眠状態の観察等をを行いながら、

介入していく事としている
